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側頭骨 CT 検査 にお ける撮影条件の 検討
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〔目的｝側頭骨の cr 検 査 に お い て は 薄い ス ライ ス 厚 を

用 い OM ライ ン を 基 準 線 と した 撮 影 が
一

般 的 で ある e し

か し、線量 が ノイ ズ特 性 ・
解像 力 と も相 互 に 関係 し、良

質な 画像 を 得 るた め に 大 線量 で の 照 射が余儀 な く され る

こ とか ら、患 者 の 水 晶体被ばくが 問題 とな っ て い る。今

回、画 像再 構 成 フ ィ ル タ と線 量 を 変 化させ 画 像 の 視覚 評

価を 行い 被 曝低 減 の 可 能性 を検討 した。

【方 法 1 （1）側 頭 骨 の 撮影 条 件 を 固 体検 出器 を 使 用 し て い

る 17 施設 で ア ン ケート調 査 を お こ な っ た。（2）自作頭 部

フ ァ ン トム （fig ．1 ）に お い て 骨、軟 部、空気 を想 定 した

各組 織成 分の cr 値の 標 準偏差 SD を 求 め線 量 ごとの ノイ

ズを 測定 した。（3）入体フ ァ ン トム （rig ．2 ） の 側頭骨部

の ブ ロ フ ィ
ール カーブよ り   値 差 を求 め コ ン トラス ト

の 指標 と した．（4）視覚評価 と して 頭 部フ ァ ン トム の 側 頭

骨部を F．O ．V 一
定 と しス ライ ス 厚 1rnm の コ ンベ ンシ ョ

ナル ス キ ャ ン で 線量 50mA5 〜200mAs と段階的 に撮影 し、

画像 再構 成 フ ィ ル タt−（Bone，Edge）や ウィ ン ドウ幅の ちが

い に お ける 画 像 を一
対 比 較法 に よ り医 師 7 名 、技 師 20

名 で お こ な い 相 対 的 な 尺度 値 を求 め た。

【使 用機 器 】 GE 社 製 　cr 　HiSpeed 　Advantase 　SP
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【結果 〕 （1）ス ライ ス厚 、撮影基 準 線 とも各施設そ れぞ れ

1mm 厚、　 OM ライ ン で あ っ た が管 電 圧
一

定 で 線 量 （mAs

値 ） は 150 ・v700mAs と さ まざ ま で あ り施 設 問 で 患者

被爆 の 差が 大 き い こ と が示 唆 され た．（2）各 組 織 成 分に

10＊ 10 ピクセ ル の 関心 領域 を と り線量 ごと に フ ィ ル タ 別

で   値 の 標準偏 差 SD を 求 め る と 線 量 の 増 加 と と も に

σr値 の SD 、つ ま り量 子 ノイ ズは減少 しそ の 度 合い は 各

組織 成 分 や フ ィ ル タ に 関 わ らず飽 和 傾 向 を 示 し、特 に

150mAs 付近 で そ の 傾向が み え は じめ視 覚 評価 の 線 量 指

標 と した。（fig ，3 ）

（3）プ ロ フ ィ ル カ ーブ の 全 体 的 な 形 状 は 線 量 ご

と に ほ ぼ 変化 は な い こ と か ら 像 の 形 状 お よ び

コ ン ト ラ ス ト は 確 保 さ れ て い る こ と が 示 唆 さ

れ た 。　（fig．4）

（4）一対 比較 法で の 尺度値順位

　　1位 、200mAs、　 Edge フ ィ ル タ、ウ ィ ン ドウ 4000

　　2位 、150mAs ，　 Edge フ ィ ル タ、ウ ノ ン ドウ 4000

　　31立、200mAs 、　 Bone フ ィ ル タ，ウ ィ ン ドウ 4000

【結 論】 線 量 と ノイ ズ の 関係 は 線 量 の 増 加 に よ っ て 飽 和

傾 向 と な り
一

定 線量 以 上 で は 高 コ ン トラ ス ト領 域 で の 解

像度 は 目視 的 に は 有 意 差 は 認 め られ な か っ た 。ま た、そ

の 他の 条件 （再 構成 フ ィ ル タ、ウ ィ ン ドウ 等） に よ っ て

は低線量 の 撮影画 像の 方が 優位 と な る こ とが あ っ た。

【考察 】量 子 ノイ ズ の 飽和する 線量 を測定す る こ と に よ

り撮影 条件 の 指 標 を得 られ 被ばく低減 が 期待で き る。
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